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平成２５年度 第１回 下野市教育委員会会議録

１ 日 時 平成２５年４月１８日（木）午後３時２０分から４時４０分

２ 場 所 下野市役所石橋庁舎 ２０１会議室

３ 出席委員 委 員 長 永 山 伸 一

職務代理者 川 口 桂 子

委 員 前 原 久

委 員 三 橋 明 美

教 育 長 古 口 紀 夫

４ 欠席委員 な し

５ 出席職員 教育次長 鶴 見 忠 造

教育総務課長 野 澤 等

学校教育課長 川 俣 廣 美

生涯学習課長 川中子 保夫

文化課長 蓬 田 敏

スポーツ振興課長 渡 辺 房 男

教育総務課課長補佐 増 渕 晴 美

教育総務課副主幹 古 橋 栄 一

６ 傍 聴 人 な し

７ 議 題

（１）審議事項

議案第１号 下野市学校適正配置基本計画策定委員会設置要綱の一部改正に

ついて

議案第２号 下野市教育委員会点検評価実施に伴う外部評価委員会委員の委

嘱について

議案第３号 下野市文化財有償刊行物取扱要綱の一部改正について

（２）報告事項

（１）教育委員会後援会等の承認について

（２）寄附金の受け入れについて

（３）下野市立中学校部活動大会出場助成金交付要綱について

（４）下野市スポーツ大会出場者助成金交付要綱の一部改正について

８ その他

古山小及び石橋小屋内運動場改築工事について
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永山委員長

古口教育長

永山委員長

野澤教育総務課長

永山委員長

野澤教育総務課長

永山委員長

川口委員

野澤教育総務課長

前原委員

野澤教育総務課長

永山委員長

あいさつ

会議録署名委員の指名 前原委員及び三橋委員

事前送付してある会議録の確認をお願いする。訂正等があれば発言を求め

る。（特になし）（全委員了承）

会議録は確定とする。

次に、教育長の報告を求める。

・新年度の所感と各校入学式の出席についてのお礼。

・体罰に係る実態調査の結果について報告。

議事に入る旨を伝える。

議案第１号「下野市学校適正配置基本計策定委員会設置要綱の一部改正に

ついて」説明を求める。

【説明要旨】

下野市学校適正配置基本計策定委員の組織について、別表第２にある小学

校長会の代表２名を今回の改正で３名に変更する内容。これは学校適正配置

の関係校である細谷小の校長を策定委員に選任できるようにしたものであ

る。

質疑等あるか。このとおり決定してよろしいか。（全委員承認）

議案第１号は原案どおり決定する。

続いて議案第２号「下野市教育員会点検評価実施に伴う外部評価委員会委

員の委嘱について」説明を求める。

【説明要旨】

当該条例の第６条において５人の委員で組織するとあり、学識経験者３名

（上原秀一・五月女洪・佐藤麻矢子）は再任の内諾を受けている。他の２名

の委員（大木時子・佐藤茂男）については、３月に広報にて公募を行ったが

応募がなかったため、先の委員の選考審査会において選考した。以上５名の

方を外部評価委員会委員として H25.5.1 から H26.3.31 までの期間委嘱する

もの。

質疑等はあるか。

点検評価にあたり、お父さん・お母さんの目線の方が入っているのかとい

う意味で、委員の皆さんの年齢は。

おおよそになりますが 40 代では佐藤麻矢子氏・上原秀一氏、60 代では五

月女洪氏・大木時子氏・佐藤茂男氏という年齢層になっている。

委嘱期間が 5 月 1 日からになっているのは、選考審査会の日程が関係して

いるのか。

ご指摘のとおり、公募による応募がなかったため、選考審査会による人選

が 4月になってしまい、委嘱が 5月となった。

このとおり決定してよろしいか。（全委員承認）

議案第２号は原案どおり決定する。
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蓬田文化課長

川口委員

蓬田文化課長

川口委員

前原委員

川俣学校教育課長

永山委員長

野澤教育総務課長

永山委員長

野澤教育総務課長

永山委員長

続いて、議案第３号「下野市文化財有償刊行物取扱要綱の一部改正につい

て」説明を求める。

【説明要旨】

この度、「下野市薬師寺オリジナルしおり」を作成したので、有償にて頒布

するために要綱の一部改正を行うものである。頒布価格は５０円で、公布の

日から施行となっている。しおりは６種類で３枚１組 2,000 セット用意して

いる。

※委員には「下野市薬師寺オリジナルしおり」の現物を配付。

しおり（薬師寺瓦のデザイン）には、何か解説のようなものは入らなかっ

たのか。

しおりの下の方に下野薬師寺歴史館のロゴは入っているが、特に解説は入

れていない。

すばらしい出来なので、何か「歴史的ないわれ」のようなものがあると良

かったと思う。

別件になるが、３月に刊行した小学校社会科副読本「下野市の伝説～ふる

さとめぐりの旅～」を見た方から、有償でもいいから欲しいという声がある

が、今後販売はしないのか。

既に各学校と行政機関には配付したが、学校においてはクラスに２部程度

と十分行き渡っている状況ではない。市役所にも問い合わせがあり、有償刊

行の要望が寄せられているので、今後の反響を見ながら増刷に向けて予算措

置を講じて行きたい。

質疑等あるか。このとおり決定してよろしいか。（全委員承認）

議案第３号は原案どおり決定する。

次に報告事項に移ることを告げる。

（１）教育委員会後援会等の承認について説明を求める。

【説明要旨】

教育委員会後援等承認一覧に基づき、前年度実績を踏まえ、４月現在で５

件の承認をした報告。

いずれも、過去に後援実績のある団体である。質疑等はあるか。（特にな

し）

次に（２）寄附金の受け入れについて説明を求める。

【説明要旨】

２件（室内用温度・湿度計及び図書カード）の寄附受け入れと、その配分

について説明。

たいへん貴重な寄附ですので大切に使わせていただきます。
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川俣学校教育課長

永山委員長

川俣学校教育課長

鶴見教育次長

永山委員長

渡辺スポーツ振興課長

前原委員

渡辺スポーツ振興課長

川口委員

渡辺スポーツ振興課長

永山委員長

質疑等はあるか。（特になし）

次に（３）下野市立中学校部活動大会出場助成金交付要綱について説明を求

める。

【説明要旨】

中学校の部活動で全国大会等出場となると、かなりの経費がかかり旅費等

の支援要望が寄せられていた。今回、部活動についてのみ当該要綱を設け、

新たな助成金（交通費の全額）を交付するものである。

質疑等はあるか。

第１条で「交通費の全額を助成」となっているが第５条（注：「下野市職員

等の旅費に関する条例」を準用して上限額を設けている）との整合性は大丈

夫なのか。

基本的には全額支給に該当すると思う。例えば近距離にも関わらず新幹線

を利用すれば全額にはならないが、規定通りにバスを借りての移動であれば

実費相当の助成になる。

激励費的な意味合いの助成から、実態に即した補助を行うことで自己負担

をできるだけ縮小するのが今回の趣旨。ただ無防備に助成はできないため、

一定の基準を設け、部分的補助ではなく実費補助という意味合いで「全額」

という表現になっている。

他に質疑等はあるか。（特になし）

次に（４）下野市スポーツ大会出場者助成金交付要綱の一部改正について

説明を求める。

【説明要旨】

報告事項（３）を受け新しい助成制度が出来たことに伴い、スクラップア

ンドビルドの観点から、下野市スポーツ大会出場者助成の対象者及び助成金

を見直す旨の説明。

質疑等はあるか。

助成の対象者のうち、一般の場合でも「監督又はコーチ等」は除かれるの

か。

「監督」「コーチ」の規定が難しく、いろいろ議論のある所。学校の先生

も関係してくるため、あくまでも出場選手に対する助成金であることを明確

にした。

「補欠の選手」というのは「予選会又は全国大会等に選手として登録がな

い者」に該当するのか。

補欠であっても選手登録があれば助成対象となる。

他に質疑等はあるか。（特になし）

次にその他に移ることを告げる。
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野澤教育総務課長

永山委員長

【説明要旨】

古山小及び石橋小屋内運動場改築工事について、契約額・施工業者・工事

内容・工程表等の概要を説明。

何か質疑等はあるか（特になし）

次回の教育委員会は５月１６日（木）の午後１時４５分の予定とする。

本日の議事日程は全て終了した旨を告げ、午後４時４０分閉会。

議事録作成者

会議録署名人

会議録署名人


